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勢いよく発射された巨大空気砲

　８月５日、朝６時から小学校グラウンドで「夏期巡回ラジオ体操・みんな
の体操会」が開催されました。
　天候にも恵まれ、町内外から約７５０人の方が来場されました。ＮＨＫで
おなじみの体操の先生の掛け声とピアノの生演奏に合わせて、大人も子ども
も元気いっぱい体を動かし、イベントは大盛況のうちに終了しました。
　早朝にも関わらず、ご参加いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

　

8
月
24
日
に
正
木
知
子
さ
ん
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
︑
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
︑
お
祈
り
い

た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
正
木
知
子
さ
ん
は
お
名
前
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
︒

まちの話題

和木小学校開校１５０周年ラジオ体操
子どもたちの元気１００点満点

　

7
月
27
日
に
あ
け
ぼ
の
公

園
︑
８
月
11
日
に
関
ヶ
浜
分
館

で
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒

　

盆
踊
り
保
存
会
の
方
々
を
中

心
に
︑
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が
踊
り
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
︒
合
い
の
手

と
太
鼓
の
鳴
り
響
く
岩
国
音
頭

﹁
和
木
物
語
﹂
や
︑
蜂
ヶ
峯
音

頭
に
あ
わ
せ
︑
み
な
さ
ん
で
櫓

を
囲
み
︑
賑
や
か
に
踊
り
ま
し

た
︒会
場
内
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ
︑

踊
り
の
後
は
あ
た
た
か
な
拍
手

が
お
こ
り
ま
し
た
︒

す
て
き
な
夏
の
風
物
詩

　

8
月
2
日
︑
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
︑
小
学
4
年

生
か
ら
6
年
生
30
人
を
対
象

に
︑
と
ん
か
ち
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
︒

　

美
川
木
工
株
式
会
社
の
郡
司

掛
さ
ん
か
ら
︑
材
料
と
な
る
杉

の
木
の
話
を
聞
い
た
あ
と
︑
木

の
材
料
を
組
み
立
て
︑
と
ん
か

ち
で
く
ぎ
を
打
っ
て
︑
貯
金
箱

や
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
な
ど
を
作

り
ま
し
た
︒

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
︑

初
め
て
と
ん
か
ち
を
持
つ
子
も

い
ま
し
た
が
︑
夏
休
み
の
宿
題

と
し
て
︑
頑
張
っ
て
作
っ
て
い

ま
し
た
︒

ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
！　

と
ん
か
ち
教
室

　

7
月
30
日
︑
文
化
会
館
で
夏
休
み
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
﹁
か
ず
先
生
の
わ
く
わ

く
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
﹂
が
開
催
さ
れ
︑

子
ど
も
や
保
護
者
な
ど
3
5
0
人
を
超
え

る
方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
︒

　

シ
ョ
ー
は
ス
テ
ー
ジ
上
で
体
験
で
き
る

全
員
参
加
型
で
進
行
し
︑
か
ず
先
生
が
繰

り
広
げ
る
実
験
と
分
か
り
や
す
い
解
説
が

子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
︒

　

ま
た
︑
空
気
の
性
質
や
力
の
つ
り
合
い

な
ど
︑科
学
へ
の
興
味
関
心
を
引
き
出
し
︑

楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
る
内
容
で
し

た
︒

　

ラ
ス
ト
で
は
2
種
類
の
巨
大
空
気
砲
を

発
射
し
︑
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
︒
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
︑

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

ド
キ
ド
キ
！
わ
く
わ
く
！

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

厚
生
功
労
者
表
彰

作品完成！！

大盛況！夏期巡回ラジオ体操
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和木町総合防災訓練 ～みんな一緒に、防災イベントに行こう！～

　地球温暖化の影響により、近年、日本各地で災害が起こり、
そのたびに犠牲者が出ています。そのような災害から身を守
るためには、平素の防災への意識と備えが必要です。町は、
そのきっかけとしていただくため、右記のとおり和木町総合
防災訓練として住民向けの防災イベントを開催いたします。
　どなたでも参加できますので、ふるってご参加をお願いし
ます。

記
日時：１０月６日（日）１０時～１２時

※当日１０時に防災行政無線の訓練放送により
イベントの開始をお知らせします。

場所：和木中学校体育館
イベントのスケジュール
（１）１０時～１１時

・炊き出しの喫食体験
・人命救助体験
・ＶＲ災害体験
・簡易ベッド・寝具作成体験
・避難所環境改善資材の展示
・消防団訓練の視聴（館内でライブ放映）

（２）１１時～１１時３０分
・防災講話（日本赤十字社山口支部派遣講師）

（３）１１時３０分～１１時４０分
・主催者挨拶（館内でライブ放映）

（４）１１時４０分～
・防災リュックの配布
※希望者に配布いたします。（数に限りがあり
ます。）

　瀬田・関ヶ浜地区から参加の方は、瀬田分館及び
関ヶ浜分館から会場への往復にマイクロバスを準備し
ます。

８．６岩国和木豪雨災害（当時の記録写真）

　８月６日から８日までの３日間、和木町教育親善使節団
（団長　鬼武和木中学校長、中学生２名、小学生２名、教育

委員会職員１名）として北海道恵庭市を訪問しました。
　１９７９年７月に恵庭市と姉妹都市締結し、８１年から教
育使節団派遣交流事業を開始しており、今年から毎年交互
に訪問することとなっています。
　使節団は、教育長・副市長を表敬訪問した後、郷土資料
館でムックリ（アイヌ民族の楽器）の製作体験、大倉山ジャ
ンプ競技場、エスコンフィールド、花の拠点 はなふるを見
学しました。
　前回の訪恵ではコロナ禍のため２日間ホテルに宿泊しま
したが、今回の２日目は、青少年宿泊研修施設で両市町の
児童生徒が一緒に宿泊し、しっかりと交流を深めることが
できました。
　参加した４名の児童生徒には、和木町と恵庭市を繋ぐ新
たな人材として成長してくれることを願います。
　恵庭市の皆さまのあたたかいお心遣いのおかげで、素晴
らしい交流ができたことを、心より感謝します。

和木町教育親善使節団

恵庭市を訪問
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堂場瞬一 著
松永Ｋ三蔵 著
梶よう子 著
金子玲介 著
七月隆文 著
下村敦史 著
乾ルカ 著
京極夏彦 著
寺地はるな 著
伊吹有喜 著

柚木沙弥郎 人形、荒井良二 絵・ことば

神戸遥真 作、ｍｉｉｉ 絵
最果タヒ 作、荒井良二 絵

レオナード・ケスラー 作、小宮由 訳

佐藤まどか 作、中田いくみ 絵
青山友美 作

斉藤洋 作、酒井以 絵
みやにしたつや 作・絵

斉藤洋 作、宮本えつよし 絵

廣嶋玲子 作、佐竹美保 絵

＜CD＞
☆ ＳＰＩＮ ／ 菅田将暉
☆ Ａ ｍｕｓｅＭｅｎｔａｌｌｙ ／ スキマスイッチ
☆ 残夢 ／ Ａｄｏ
☆ Ｕｎｓｐｏｉｌｅｄ ／ Ｋｒｏｉ
☆ ＮＥＯ ＧＥＯ ／ 坂本龍一

＜一般書＞
『鷹の飛翔』
『バリ山行』
『紺碧の海』
『死んだ石井の大群』
『天使の跳躍』
『全員犯人、だけど被害者、しかも探偵』
『灯』
『病葉草紙』
『いつか月夜』
『常夏荘物語』

＜児童書・絵本＞
『きょういちにちのラッタッタ』

『みおちゃんも猫好きだよね？』

『うつくしいってなに？』
『パインさんのごちゃまぜかんばん』

『うちのキチント星人』

『むぎちょこたんていしゃ』
『ジョイフルジョブ！美容師 仁の道』

『て なにしてるの？』
『いちにちじゅうおばけずかん』

『見つけ屋とお知らせ屋 十年屋と
　魔法街の住人たち５』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5 63 4
8

7
9 12 1310 11

15
14

16 19 2017 18
22 23

21
24 2625 27

29 30
28

９月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

●図書館の資料の検索・予約・貸出本の延長がご家庭のパソコン・
　スマートフォンからできます。 http：//www.waki-toshokan.jp/
・上記のＨＰアドレスにアクセスしてください。
・予約・延長にはパスワードが必要です。まずは、図書館窓口で申請して
ください。

●ご来館の皆さまへのお願い
・資料の無断持ち出し、切り取り、書き込み等は絶対にしないでください。
・資料は、貸出期間内に返却してください。
・資料の破損は、自分で補修せず、そのままの状態でカウンターにお申し
出ください。

・館内で写真・動画の撮影はしないでください。

日時
　９月２１日（土）
　１０：３０～１１：００
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』

☆９月のおはなし会☆

※中止になることがあります。
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１０点という声が聞こえてきます

プランターに苗を植えます

最後はみんなで記念撮影

558

○ＣＳ（コミスク）三部会
　心の教育部会での事業「いい言葉に関する取組」を紹介
します。園小中それぞれ考えて掲示物を作っていただいて
います。
　学校に行った際は、ぜひ見てください。
★こども園「こんげつのいいことば」と「いいことばのき」

★小学校「いいことばの木」 ★中学校「いい言葉ミッケ」

和木学園だより和木学農園
　８月１８日、今年度５回目の農園の
活動を行いました。
　今回は「夏野菜の収穫とプランター
栽培」です。きゅうりやミニトマトの
撤去、ピーマンの収穫を行いました。
　その後は日陰に移動してプランター
で野菜を育てる手法を教わりました。土や肥料、水やりなどの管
理をしっかり行うことで立派なキャベツやパセリが育つそうで
す。今から収穫が楽しみですね。
　第６回の講座は９月１５日（日）です。よろしくお願いします。

★ わきあいキッズ

★ 沖灰場自治会『夏休みラジオ体操』

～弓道体験～
　７月２５日、２６日という本
当に暑い中の実施でしたが、参
加した児童が講師の話を真剣に
聞き、一生懸命練習に取り組ん
でいました。連続での開催のた
めか上達が早かったです。何年
も参加している児童は１０点の
連続、子どもたちの吸収の速さには驚かされます。毎年恒
例の「プチ大会」は２本の矢で得点を競うゲームですが、
今年は２日間の点の合計で競いました。今年は中学年の児
童が優勝しましたが、どの学年も立派な成績を残していま
した。みなさん、お疲れ様でした。

受賞者と記念撮影

　沖灰場自治会は、夏
休みラジオ体操を７月
２５日から８月２１日ま
で、日曜日を除く毎日
６時３０分から行いま
した。
　４歳から８５歳まで

毎日平均２５人が集会所前広場に集合し、ＮＨＫ夏期巡回
ラジオ体操に合わせて行いました。

　８月３日、総合コミュニティセンターで５回目のタイピング大会が開催され
ました。ＩCＴ化が進む中、これからはパソコンのタイピングだけではなく、ス
マホやタブレットでの文字入力も求められるということで、パソコン、スマホ、
タブレットと、使用するものを自分で選択することができるようになりました。
タイピングのスピード、正確さを競うこの大会、これからも定期的に開催され
ますので、ぜひ参加していただきたいと思います。

第５回タイピング大会開催

～自然観察（海）～
　今年度も周防大島町なぎさ水
族館の学芸員、内田博陽さんを
講師に迎え、８月４日に実施し
ました。まずは文化会館で座学、
そして通津美が浦公園に移動し
て海での活動です。海での活動
では、全部で３４種と多くの生
き物を発見できました。講師の内田さんに、それぞれの生
き物について簡単に説明していただきました。
　今年は１０名を超える多くの高校生ボランティアに参加し
てもらいました。中には和木出身の高校生もおり、児童も
しっかりと交流をしていました。こういった繋がりを大事
にしていきたいですね。
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いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

９月１０日（火）※毎月第2火曜日
９月２４日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

　　２４日（火）※第２・4火曜日
９月１０日（火）

９月１８日（水）※毎月第3水曜日
９月２５日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

妊産婦サロン

すくすく計測相談会

すくすくすくすく

　妊娠中、産後、子育て中の方の相談会を
行っています。お気軽にご利用ください。
日時　９月２６日（木）
　　　９時～１２時のうち１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター  （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

　未就園児の身体計測を行っています。
保健師、栄養士による個別相談もでき
ます。お気軽にご利用ください。
日時　９月１１日（水）１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

面接相談
　臨床心理士・公認心理師による個別
相談を行っています。ご自身やご家族
の悩みなど、お気軽にご利用ください。
日時　９月２４日（火）
　　　１４時～１６時のうち１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師
　　　　　玉田　和子 先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

地域とつながる  「和木町」 母子手帳アプリ

すくすく手帳 by  母子モ

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日
　　　９時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

　親子のコミュニケーションの
ための場所を提供しています。
　いずれも事前の申込みは不要
です。詳細は、開催場所にお問
合せください。

子育て支援機関と連携し、
みなさんの子育てを応援します。

和木町保健相談センター内
　　 （☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター和木町こども家庭センター

すくすくすくすく

子どもの発達発育からヒモ解く親子体操

　親子でコミュニケーションを取りながら楽しく体を
動かしましょう！
日時　９月１３日（金）１０時～１１時３０分
場所　地域子育て支援センター（和木こども園内）
対象　未就園児とその保護者　定員１５組
講師　パーソナルスタジオ Bco（周南市）
　　　はぴスポトレーナー
　　　　　福村紅子先生、山本恵夢先生
参加費　無料
準備物　裸足になれる服装　タオル
申込　９月６日（金）まで
　　　和木こども園（☎52－2707）
問　保健相談センター（☎52－7290）アプリストアから

ダウンロード
母子モ（ボシモ）で検索！

利用料金

無料!

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　９月１８日（水）
　　　１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所（山の手集会所）
参加費　1家族１００円
問　和木町社会福祉協議会　（☎52－86 4 4）

母推さんイベント
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【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８２－２４６－２０００
　　　　　　　　　  （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日

【救急車・救急医療を正しく利用するために】
・かかりつけ医をもちましょう。
・受診は平日の診療時間内にしましょう。

【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８３－９２１－２７５５
　　　　　　　　　（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時
　相 談 料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

９月８～１４日は「救急医療週間」、
　　　　９月９日は「救急の日」です。
９月８～１４日は「救急医療週間」、
　　　　９月９日は「救急の日」です。

9月は 健康増進普及月間です9月は 健康増進普及月間です
１に運動　２に食事　しっかり禁煙　良い睡眠　～健康寿命の延伸～

からだ
応援ページ

体組成測定体組成測定

9時30分～12時
13時30分～15時

30分毎の予約制

※ペースメーカーを装着されていない方

（測定結果の例）

健康のためにできること、、、まずは、自分の
からだを知ることです！「計る」「分かる」「気
づく」「変わる」というサイクルをまわしま
しょう。

インピーダンスという方法で、筋肉量、体脂肪（内
臓脂肪・皮下脂肪）を測定します。体幹、手足
の分布や左右差、等のバランスもわかります。

日 時

対 象

場所・申込

内 容 体組成測定

一般成人の方

９月１７日
　  1８日

●
●
火

水

和木町保健相談センター
開催日までに、☎52-7290へご連絡ください。

日時　9月１５日（日）１３時３０分～１５時３０分
場所　山口県総合保健会館「多目的ホール」
　　　（山口市吉敷下東三丁目１番１号）
講演　演題：「こころの健康を保つために
　　　　　　～うつ病と認知症の予防と治療について～」
　　　講師：山口大学大学院医学系研究科　
　　　　　　高次脳機能病態学講座　
　　　　　　教授　中川　伸　氏
その他　入場無料・申込不要
問　山口県精神保健福祉センター

（☎083－902－2672）

こころの健康セミナー

　暮らしの相談や就労相談、子育て、こころの健康相
談などの無料個別相談会を行います。
日時　９月５日（木）
　　　９時３０分～１６時３０分
　　　※１３時から１６時３０分は予約優先
場所　岩国市役所４階
申込　電話または
　　　申し込みフォームから
問　岩国健康福祉センター
　　　　　　　　　（☎29－15 2 5）

　こころの悩みを抱えていたら、そ
の悩みを相談してみませんか。
　電話では相談しづらい方は、LINE
などの SNS でも相談できます。
　相談窓口は厚生労働省のホームページに掲載され
ています。

９月１０～１６日は 自殺予防週間です

小松菜のなめ茸和え小松菜のなめ茸和え

●作り方
小松菜を茹でて、長さ3㎝程度に切り、
水気を絞る。
ボウルに入れて、なめ茸と和える。

小松菜はカルシウム、鉄が豊富。簡単に摂取できる嬉しいメニューです。　　(和木町食生活改善推進協議会１班)

（材料４人分）
小松菜…………200ｇ
なめ茸の瓶詰め…80ｇ

暮らしとこころの合同相談会
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診

で
き
ま
す

障
害
年
金
制
度
に
つ
い
て

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

　
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
等
に
よ
る
施
術
で
、

健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
適

切
な
受
診
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
ら
れ
る
方

〈
国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
〉 

○
捻
挫
や
打
撲
等

○
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
の
骨
折
・
脱

臼
等

〈
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
（
自
己
負
担

に
な
る
）
場
合
〉 

×
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
な
ど 

×
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期
に
わ

た
る
施
術 

×
病
気
（
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
五
十
肩
、

関
節
炎
、
ヘ
ル
ニ
ア
等
）
に
よ
る
痛
み

や
し
び
れ 

×
脳
疾
患
後
の
後
遺
症
等
の
慢
性
病

×
仕
事
中
、通
勤
途
上
に
お
き
た
負
傷（
労

災
保
険
か
ら
の
給
付
に
な
り
ま
す
）

　
ま
た
、
同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
同
時
期
に

保
険
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
場
合
、
原

則
と
し
て
柔
道
整
復
師
の
施
術
料
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
ら
れ
る
方

〈
国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
〉 

○
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、

け
い
わ
ん

頸
腕
症
候
群
、

五
十
肩
、
腰
痛
症
及
び

け
い
つ
い

頸
椎
捻
挫
後
遺

症
等
の
慢
性
的
な
疼
痛
を
主
症
と
す
る

疾
患
の
治
療
を
受
け
た
と
き

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
解
雇
等
の
理
由
に
よ
り
離
職
し
、「
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る

方
で
、
65
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
に
よ

り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
た
方
は
、

給
与
所
得
を
30
／
100
と
み
な
し
て
計
算
し
ま
す
。

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
保
健
福
祉
課
に
申
請

が
必
要
で
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

　
○
被
保
険
者
証

　
○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
和
木
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方

は
、国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す
。

　
4
月
2
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
た

め
、
特
定
健
診
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
方

も
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象
者
　
国
保
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
方

実
施
機
関
　
中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

自
己
負
担
額
　
1
，
7
9
0
円

検
査
項
目

・
一
般
理
学
検
査
　

・
検
尿
　

・
検
便

・
血
液
検
査

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
心
電
図
検
査

申
・
問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

整
骨
院
・
接
骨
院
・
鍼
灸
の
か
か
り
方

倒
産
、
解
雇
、
雇
止
め
な
ど
で
離
職
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
生

活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
に
、
現
役
世
代
の
方
も
含
め
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

　
障
害
年
金
に
は
「
障
害
基
礎
年
金
」「
障

害
厚
生
年
金
」
が
あ
り
、
初
診
日
（
障
害
の

原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初

め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）
に
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
は
「
障
害
基
礎
年

金
」、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
は

「
障
害
厚
生
年
金
」
が
請
求
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、
次
の
３
つ
の

要
件
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
初
診
日
に
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

　
初
診
日
が
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
の

加
入
期
間
に
あ
る
こ
と
。
20
歳
前
ま
た
は
日

本
国
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
も
含

み
ま
す
。

②
保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
　
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。た
だ
し
、

20
歳
前
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
期

間
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、
納
付
要
件
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑴
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
公
的

年
金
の
加
入
期
間
の
2
／
3
以
上
の
期
間

に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免
除

さ
れ
て
い
る
こ
と

⑵
初
診
日
に
お
い
て
65
歳
未
満
で
あ
り
、
初

診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
1
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

③
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
こ
と

　
初
診
日
か
ら
1
年
6
か
月
を
経
過
し
た
日

（
そ
の
間
に
治
っ
た
場
合
は
治
っ
た
日
）
に
、

法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
障
害
等
級
（
障
害

基
礎
年
金
は
1
級
・
2
級
、
障
害
厚
生
年
金

は
1
級
〜
3
級
）
に
該
当
す
る
こ
と
。
ま
た

は
、
そ
の
後
障
が
い
の
状
態
が
悪
化
し
、
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
法
令
に
定
め
る
障

害
の
状
態
に
該
当
す
る
こ
と
。

※
障
害
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
請
求

手
続
き
が
必
要
で
す
。
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
本
年
も
73
歳
以
上
の
方
を
お
招
き
し
て

「
敬
老
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
招
待
者

の
方
に
は
、
民
生
委
員
が
ご
案
内
を
お
渡
し

し
て
お
り
ま
す
。

　
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
9
月
14
日
㈯ 

9
時
30
分
〜
11
時
15

分
（
受
付
は
8
時
45
分
〜
11
時
）

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
岩
国
市
出
身
の
「
楓
子
」

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

主
催
　
和
木
町
敬
老
会
実
行
委
員
会
（
社
会

福
祉
協
議
会
、
自
治
会
連
合
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
、
婦
人
会
）

※
当
日
は
、
受
付
に
案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
当
日
出
席
で
き
な
い
方
は
、
代
理
の
方
が

記
念
品
を
取
り
に
来
ら
れ
て
も
構
い
ま
せ

ん
。（
案
内
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
10
時
開
演
予
定
）
は
、

一
般
の
方
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
） ふ

う
こ
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【お問い合わせ】住民サービス課（☎５２－２１９４）

【制度内容の比較】

児童手当法の一部改正にともない、令和６年１０月（令和６年１２月支給分）の児童手当から、

以下のとおり変更となります。

主な制度改正の内容

・支給対象児童の高校生年代までの延長
・所得制限の撤廃
・第3子以降の支給額の増額、第3子以降の算定対象の変更
・支給回数が年3回から年6回（偶数月）へ変更

以下の方は新たに申請が必要になります。（申請期限：令和6年10月31日）

※和木町では、支給日がその月の１５日に変更となります。
※支払通知書の送付は原則廃止されます。

◎中学生以下の児童を養育しておらず、高校生年代の児童を養育している方

◎所得上限限度額以上で、児童手当・特例給付の支給対象外であった方

◎「受給者が生計費を負担している大学生年代（高校生年代後、２２歳になる年度の３月末まで）の子」がおり、

かつ「０歳から高校生年代までの子」との合計人数が３人以上の方
※主たる生計者が公務員の場合は、勤務先での申請をお願いいたします。
※施設に入所している児童は施設からの申請が必要です。

▶所得上限限度額以上で、これまで児童手当・特例給付の支給対象外であったと推測される方
▶中学生以下の児童を養育しておらず、高校生年代の児童を養育している方（受給者が公務員
の方にもお送りしますが、職場での申請をお願いします。）

▶和木町から既に児童手当を受給中の方（基本的には申請不要ですが、申請が必要な場合があ
りますので送付書類をご確認ください。）

※高校生年代の児童を養育している方のうち、対象児童が和木町に住民票がない場合、申請書類が送付され
ませんので、町ＨＰまたは住民サービス課で申請書を入手し、申請をお願いします。

以下の方には、和木町から順次「制度改正のお知らせ及び申請書類」を送付します。

支給対象児童

現　　行
中学校修了まで
（15歳に到達した年度末まで）

・3歳未満：15,000円
・3歳～小学校修了まで
　　第1子、第2子：10,000円
　　第3子以降：15,000円
・中学生：10,000円
・所得制限限度額以上：5,000円
・所得上限限度額以上：支給なし

所得制限 あり

支給時期

第3子以降の
算定対象

支給月額

年3回（6月、10月、2月）
各前月までの4か月分を支給

18歳に到達した年度末までの
養育している児童

支給対象児童

改 正 後
高校生年代まで
（18歳に到達した年度末まで）

・3歳未満
　　第1子、第2子：15,000円
　　第3子以降：30,000円
・3歳～18歳に到達した年度末まで
　　第1子、第2子：10,000円
　　第3子以降：30,000円

所得制限 なし

支給時期

第3子以降の
算定対象

支給月額

年6回（偶数月）
各前月までの2か月分を支給

22歳に到達した年度末までの
養育している児童

※詳しくは町ＨＰをご確認ください。

児童手当制度が拡充されます
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町
民
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

特
設
人
権
相
談
所

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

9
月
〜
10
月
は
行
政
相
談
月
間
で
す

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

９
・10
月
は「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」強
化
週
間

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

　
毎
年
、
ク
ル
マ
の
路
上
故
障
が
多
数
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、点
検
・
整
備
を
行
っ

て
い
れ
ば
防
げ
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ク
ル
マ
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
、
こ
の
機
会

に
ク
ル
マ
の
点
検
・
整
備
の
必
要
性
や
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
確

実
な
点
検
・
整
備
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

山
口
運
輸
支
局
整
備
部
門

（
☎
0
8
3
ー
9
2
2
ー
5
3
9
8
）

　
は
っ
ち
ー
ず
は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま

す
。
丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時 

9
月
12
日
㈭

時
間 

9
時
30
分
〜
11
時

場
所 

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
時 

9
月
21
日
㈯

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所 

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　

 

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法 

先
着
20
名

※
準
備
の
た
め
、
18
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

日
時 

9
月
4
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所 

文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

　

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員 

人
権
擁
護
委
員

問 

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　

 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

和
木
町
で
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
早

期
診
断
・
早
期
対
応
に
向
け
た
支
援
を
す
る

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
さ
れ
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

対
象 

40
歳
以
上
で
認
知
症
が
疑
わ
れ
、
在

宅
で
生
活
し
て
い
る
方
で
次
の
よ
う
な
方
。

①
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
、

又
は
中
断
し
て
い
る
方

②
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
て
い
る
が
、
対
応
に

困
っ
て
い
る
場
合　

な
ど

支
援
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

②
チ
ー
ム
の
対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
チ
ー

ム
員
が
自
宅
を
訪
問

③
チ
ー
ム
員
会
議
を
開
き
、
必
要
な
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
を
検
討
し
、
各
関

係
機
関
と
連
携
し
て
必
要
な
支
援
を
実
施

　

認
知
症
が
気
に
な
る
方
、
認
知
症
の
家
族

の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
地
域
包
括
支
援

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時 

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 
9
月
20
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時 

9
月
17
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所 

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、9
月
〜
10
月
ま
で
を「
行

政
相
談
月
間
」
と
定
め
、
各
種
行
事
等
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時 

9
月
20
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

9
月
3
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　

 

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所 

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員 

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問 

役
場
議
会
棟
相
談
室（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

9
月
26
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　

 

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（☎

22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て

町
営
用
作
団
地
入
居
者
募
集

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

文
化
会
館
当
直
職
員
募
集

陸
・
海
・
空
自
衛
隊  

自
衛
官
候
補
生
募
集

選
考
方
法 

書
類
審
査
及
び
個
人
面
接

任
用
期
間 

令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で

勤
務
場
所 

和
木
町
文
化
会
館

勤
務
日
等

　

平
日　

17
時
15
分
か
ら
行
事
終
了
ま
で

　

土
日
祝
日　

行
事
開
始
か
ら
行
事
終
了
ま
で

報
酬
等 

　

時
給　

17
時
ま
で　

1
，
0
1
0
円

　
　
　
　

17
時
以
降　

1
，
1
3
0
円

　

通
勤
手
当
：
規
定
に
よ
る

そ
の
他 

・
平
日
夜
間
や
土
日
祝
日
に
行
事
が
な
い
場

合
は
休
み

・
行
事
に
よ
り
勤
務
時
間
が
早
ま
る
こ
と
や

遅
く
な
る
こ
と
あ
り

・
臨
時
的
に
平
日
日
中
に
勤
務
あ
り

応
募
方
法 
会
計
年
度
任
用
職
員
申
込
書
に

必
要
事
項
（
顔
写
真
添
付
）
を
記
入
し
、

教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問 

教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

募
集
住
宅

　

用
作
団
地　

2
戸　

　

1
0
4
号
（
1
階
）　

2
0
1
号
（
2
階
）

和
木
町
和
木
1
丁
目

構
造 

木
造
2
階
建 

1
L
D
K

家
賃 

1
2
，
8
0
0
円
〜
2
5
，
1
0
0
円

駐
車
場 

駐
車
場
な
し

申
込
資
格

⑴
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
）

⑵
60
歳
以
上
（
単
身
入
居
可
）
の
方
（
同
居

者
が
い
る
場
合
は
配
偶
者
又
は
60
歳
以
上

の
親
族
に
限
る
。）

⑶
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収
入
合

計
が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方

⑷
連
帯
保
証
人
が
お
ら
れ
る
方

⑸
現
在
、公
営
住
宅（
県
営
、市
区
町
村
営
等
）

に
入
居
し
て
い
な
い
方

⑹
入
居
を
希
望
す
る
家
族
全
員
が
地
方
税

（
料
を
含
む
）
に
滞
納
が
な
い
方

⑺
申
込
者
、
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
方

申
込
受
付
期
間
等

⑴
申
込
受
付
期
間　

9
月
2
日
㈪
〜
20
日
㈮

（
役
場
閉
庁
日
を
除
く
。）

⑵
受
付
時
間 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

申
込
に
必
要
な
書
類
等

⑴
申
込
書　

役
場
都
市
建
設
課
（
３
階
）、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

⑵
所
得
を
証
明
す
る
公
的
機
関
が
発
行
す
る

書
類
（
所
得
証
明
書
、課
税
証
明
書
な
ど
）

⑶
地
方
税
（
料
を
含
む
）
の
滞
納
が
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
（
完
納
証
明
書
等
）

⑷
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
、
全
員

の
住
民
票
）

⑸
そ
の
他
、
町
が
提
出
を
求
め
る
書
類
（
障

害
者
手
帳
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
な
ど
）

決
定
方
法 

申
込
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項 

ペ
ッ
ト
不
可

申
・
問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
金
銭
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

対
象

①　

認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

　

9
月
1
日
よ
り
、
多
子
世
帯
へ
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
、
年
齢
制
限
、
所
得
制
限
や
同

時
入
所
要
件
を
設
け
ず
、
保
育
施
設
（
認
可

外
含
む
）
に
通
う
第
2
子
以
降
の
保
育
料
を

無
償
化
し
ま
す
。（
認
可
外
保
育
施
設
等
は

上
限
額
あ
り
）

対
象
児
童 

保
育
施
設
等
を
利
用
す
る
第
2

子
以
降
の
児
童
（
0
歳
児
〜
2
歳
児
※
）

※
2
歳
児
と
は
、
年
度
当
初
（
4
月
1
日
）

に
2
歳
の
児
童
で
、
満
3
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
を
含
み
ま
す
。

認
可
保
育
施
設
等
を
利
用
し
て
い
る
場
合

原
則
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

対
象
施
設 

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
地

域
型
保
育
事
業
、
へ
き
地
保
育
所

認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用
し
て
い
る
場
合

手
続
き
が
必
要
で
す
。
無
償
化
は
償
還
払
い

（
保
護
者
が
施
設
に
支
払
っ
た
保
育
料
分
を
、

後
日
、町
が
保
護
者
に
支
払
う
）
と
し
ま
す
。

な
お
、月
額
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育

委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設 

認
可
外
保
育
施
設
、
企
業
主
導

型
保
育
施
設

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（

☎
53
ー
3
1
2
3
）

職
種 

文
化
会
館
管
理

職
務
内
容 

文
化
会
館
使
用
者
へ
の
鍵
の
受

け
渡
し
、
見
回
り
施
錠
、
窓
口
・
電
話
対
応

任
用
予
定
人
数 

1
人
（
隔
週
勤
務
）

学
歴
・
資
格
等
要
件 

館
内
見
回
り
、
窓
口
や

電
話
対
応
が
で
き
る
方

②　

将
来
の
判
断
能
力
に
不
安
が
あ
る
人

③　

①
②
の
人
を
支
え
る
家
族
、
支
援
者
、

福
祉
関
係
者

日
時 

9
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

内
容 

家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登
載
司
法
書

士
で
あ
る
相
談
員
が
、
相
談
予
約
者
が
希
望

す
る
場
所
へ
訪
問
し
て
対
応

受
付
期
間 

8
月
19
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈪

9
時
〜
17
時
（
土
・
日
、
祝
日
、
12
時
〜
13

時
を
除
く
）

申
込
方
法 

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談

概
要
、希
望
す
る
場
所
な
ど
を
電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、郵
送
で（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
へ

問
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口　

相
談
予
約
係

（
☎
0
8
3
9
ー
24
ー
5
2
2
0
）

　

陸
・
海
・
空
自
衛
官
の
中
核
と
な
る
隊
員

を
目
指
す
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
既
卒
者
や
社
会
経
験
の
あ
る
方
も
歓
迎
）

応
募
資
格 

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間 

9
月
13
日
㈮
ま
で

試
験
期
日 

9
月
21
日
㈯
〜
9
月
30
日
㈪
ま

で
の
う
ち
2
日

合
格
発
表 

10
月
中
旬

入
隊
時
期 

令
和
6
年
秋
ま
た
は
令
和
7
年

春
（
出
願
時
に
選
択
可
）

学
歴
・
資
格
等

学
歴
・
性
別
・
資
格
・
経
歴　

不
問

（
既
卒
・
中
途
退
職
者
等
歓
迎
）

個
別
相
談
随
時
受
付
中

問 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）
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日時　１１月３日（日・祝）＜雨天決行＞
　　　９時～１５時１５分（販売は開会式終了後から）
場所　和木中学校グラウンド：体育館前 及び プール前
・出店内容　日用品・衣類・手作り品・おもちゃ等
　　　　　　☆飲食物・使用不能品は不可
・出 店 料　３，０００円
・区　　画　２．５ｍ×３ｍ（駐車場区画です。）
　　　　　　☆１出店者１区画とします。
・受付開始　９月２日（月）から１０月１８日（金）
　　　　　　☆先着順。１６区画になり次第締め切ります。
・申込方法　所定の申込用紙（町ホームページに掲載）に

必要事項を記入し、出店料を添えてお申し込
みください。

・そ の 他　配置は主催者で決定させていただきます。
　　　　　　会場内通行許可証及び駐車許可証は、後日郵

送します。

申込・問合せ　〒７４０－００６１ 和木町和木２丁目１－１
 　　　「わき愛あいフェスティバル実行委員会」
 　　　　　　　　　　　 （教育委員会事務局内）
 　　　（☎５３－３１２３　　５３－６７７６）

『わき愛あいフェスティバル』
フリーマーケット出店者募集!!
『わき愛あいフェスティバル』

フリーマーケット出店者募集!!
『わき愛あいフェスティバル』

フリーマーケット出店者募集!!

※ 注意事項
１. 屋外での出店です。
２. 机・椅子・敷物などの備品は出店者各自で準備してください。
３. 雨天の場合もイベントは開催します。
 　 雨対策は各自で講じてください。
４. 業者の方はお断りします。
５. 出店を取りやめられた場合にも出店料は返却いたしません。
６. 会場は学校施設のため全面禁煙です。

「山口県自転車の安全で適正な利用促進条例」のご案内
　山口県では、「山口県自転車の安全で適正な利用促進条例」を施行し、１０月１日から、自転車利用者、
保護者、自転車を利用する事業者等へ自転車損害賠償責任保険等加入が義務化されます。自転車損害賠償
責任保険の加入状況をチェックしましょう。なお、住民サービス課で加入できる「交通災害共済」は、相
手への損害を補償するものではないため、条件を満たすことができません。ご注意ください。
　条例の詳細については、山口県のホームページでご確認ください。

〇問い合わせ先　企画総務課（☎５２－２１３６）

　自転車利用中の事故により、他人にケガをさせてしまった場合などに備えて、相手の生命または身体
の損害を補償できる保険（自転車損害賠償責任保険等）に加入していますか？
※点検整備した自転車に貼られる「TSマーク」も該当します。

※特約の名称は、日常生活賠償特約など保険会社によって異なります。

すでに自転車損害賠償責任
保険等に加入しています。 保険証券をご用意のうえ、ご加入

の保険会社にご確認ください。

確認が必要です
自転車損害賠償責任保険等への
加入が必要です。

加入しましょう

自転車損害賠償責任保険等 加入状況の を しましょう

はい

はい

はい

はい

わからない

わからない

わからない

わからない

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

自動車保険、傷害保険、火災保険のいずれかに加入していますか？

共済、各種団体保険（職場で加入する保険や学校のPTA保険等）
のいずれかに加入していますか？

自転車損害賠償責任保険等に相当する補償が基本補償または特約と
してついていますか？

※各回先着順
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地域ささえあい通信 ～地域で学ぼう！つながろう！～

あしゆび体操（足指体操）
　足指をしっかり広げて、身体の土台を
　整えましょう

あいうべ体操（口腔体操）
　口呼吸を鼻呼吸に変えて、免疫力アップ

あるこう運動（散歩の推奨）
　体力・筋力をつけましょう

「
３
つ
の
あ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
共
催
事
業

　７月１７日につつじヶ丘自治会の主催で【あしゆび体操体験会】が蜂ヶ峯総合公園の Bee+ にて開催され、１３名の参加
がありました。
　講師は理学療法士の中元幸美先生です。先生から「足指が伸びると安定して立つことができます。まずは、ご自分の
足指を見てみましょう」とのお声掛けがあると、自治会のみなさんは、「親指が曲がっている」「小指の爪がほとんどない」
「指が階段みたいに折れている」など様々な気づきを声にされていました。
　足指は靴下でもゆがんでしまいます。足指がゆがむと徐々に足腰の骨もゆがんで体のあちこちに痛みが出て来てしまい
ます。この歪みを整えてくれるのが【あしゆび体操】です！みんなで体操をすると、あら不思議。足指全体が床にしっか
り着くようになって、まっすぐ立つことができるようになりました。「魔法みたい」という声が上がるほどの驚きと発見
の時間になりました。
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「with 和木町通信」和木町PR大使 村井優の「with 和木町通信」「with 和木町通信」

和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」

　みなさんお待たせしました。約半年ぶりに、わきさんぽ２周目を
放送します。現在企画中で、和木駅から三井化学方面へ歩いていき、
和木４丁目５丁目付近の魅力にたくさん触れていければと思いま
す。どうぞお楽しみください。
　放送予定は９/１６～９/２９の予定です。

　みなさんこんにちは、3代目地域おこし協力隊の上野優樹です。
　あけぼの公園で開催された、盆踊り大会に参加しました。去年の町内合同盆踊り大会に比
べ、今回は住民同士の距離が近い印象で、太鼓や歌い手の迫力には圧倒されました。
　地域の小中学生や小さい子どもを抱っこしていたお父さんお母さん、長く和木で踊り続け
てこられた保存会の方など様々な年代の方が踊りに参加されていて、地域のお祭りならでは
の良さが出ていたと思います。
　早朝から準備に取り組んだ自治会の方々、毎週踊りの練習に励んだ保存会の皆さま、その
他関係者の皆さま、大変お疲れ様でした。おかげ様で、すてきな夏の思い出となりました。

今月の番組

　番組の撮影で、わきあいキッズ自然観察（海）に同行しました。町内の
子どもたちのほか、スクールサポーターの方々や高校生ボランティアの方々
のサポートを受けながら、なぎさ水族館のスタッフのご指導のもと、通津
美が浦公園の浅瀬で海の生き物を探しました。カサゴの赤ちゃんや透明な
エビなど、綺麗な海ではないと見られない生き物を多く発見していました。
海の自然を間近に感じられる貴重な体験となりました。
　来年も同じ企画を検討されているようなので、またご一緒させていただ
ければと思います。

活動トピック

蜂ヶ峯総合公園では
　今回のイベントのように公園を活用して何かをしてみたい！
という方々を常時募集しています！
　様々な地域課題を解決できる場所として、地域に開かれた公
園を目指してこれからも努めてまいります

イベント

皆さん、こんにちは！和木町PR大使の村井です。

　竹でおもちゃを制作することを通じて竹について考え、実際に遊ぶ
ことで地域の方々に竹への親しみを感じてもらおうというイベント。
　代表の東谷さんは「竹という社会課題を親子で知る機会になってよ
かったし、何より全力で遊びまくってくれて、スタッフ一同嬉しかっ
たです」とのことでした！

　和木町ＰＲ大使としてメディアに出演して和木町の魅力を発信したり、地域プロジェクト
マネージャーとして町内外の「人」や「こと」と和木町を繋ぐ仕事をしています。
　さて、７月は蜂ヶ峯総合公園で株式会社たけふぁむさんによる夏休みイベント【夏休み
ワークショップ！親子で行こう！竹あそび】が開催されました！
※株式会社たけふぁむは竹林事業を通じて、低炭素社会や脱プラスチックなどの社会課題に
　貢献することをめざす岩国市の会社です。
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ス
ポ
ー
ツ

お楽しみ

抽選会あり  お申込み
☆おひとり
　　１種目☆

主催　和木町総合型地域スポーツクラブ
共催　和木町体育協会
後援　和木町・和木町教育委員会・岩国市教育委員会
協賛　山口県東部ヤクルト販売㈱・ネオス㈱

雨天の場合、ウォーキング、硬式テニス体験、弓道体験は中止ですが、体育センターにてお楽しみ抽選会
を９時３０分頃より開催します。（朝８時に決定しホームページに掲載・少雨決行）

お問合せ　和木町総合型地域スポーツクラブ事務局（和木町体育センター内）

申込期限：令和６年９月２０日（金）１７時

TEL：0827-52-2811　FAX：0827-52-9149　　　https://waki-sports.jp/

わきスポーツNet ホームページ　二次元コード  →

１０/１４（月・祝）

【申込規約】
・イベント中の事故について、主催者は一切の責任を負いません。ただし、スポーツ保険には加入しており
ます。

・医師から運動を禁止されていないことを条件とします。
・イベントの映像、写真、記事、記録等が新聞、テレビ、インターネット、パンフレット等に報道、掲載、
利用されることをご了承ください。

ふわふわ
スライダーや
パンの販売も
　あるよ！

参加無料

開催日
場　所
成　績

７月１４日
平生町体育館
Ａブロック　優勝

■ 松本杯

開催日
場　所
成　績

７月１５日
平生町体育館
Ａブロック　準優勝

■ 松本杯 ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
女
子
）

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
）

体
育
協
会

〇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

大
会
名　

秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
　
時　

10
月
19
日
㈯　

9
時
〜
13
時

（
雨
天
順
延
）

会
　
場　

体
育
セ
ン
タ
ー　

庭
球
場

主
　
催　

体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料　

1
，
0
0
0
円
／
1
ペ
ア

（
大
会
当
日
徴
収
）

試
合
方
法　

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則
に
沿
っ
て
進
行
し
ま
す

申
込
方
法　

体
育
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み

申
込
期
限　

９
月
30
日
㈪

問
合
せ　

体
育
協
会
事
務
局

（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）　
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

〇
弓
道
部

大
会
名　

山
口
県
遠
的
近
的
弓
道
選
手
権
大

会開
催
日　

7
月
21
日

場
　
所　

 

周
南
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
ゼ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
周
南
弓
道
場
）

結
　
果　

遠
的
部
門

　

準
優
勝　

中
村　

恭
二

受　　　付   8：30 ～ 9：00
開始・終了   9：00 ～ 11：30 頃

●ウォーキング
対　　象：小学３年生以上（保護者同伴なら
　　　　　小さいお子様ＯＫ！）
集合場所：和木町体育センター
内　　容：蜂ヶ峯コース（片道３㎞・１１時頃現地自由解散）
準備するもの：タオル、飲み物
バス時刻：【11時14分】【13時14分】【14時16分】

●モルック体験
対　　象：４歳以上　定員なし（要事前申込）
　　　　　   ※小学３年生以下は親子で参加してください
集合場所：和木町体育センター
準備するもの：体育館シューズ
※人数が多い場合は整理券を配布します

●卓球体験
対　　象：小学３年生以上  定員20名
　　　　（保護者同伴なら
　　　　　小さいお子様ＯＫ！）
集合場所：和木町体育センター
準備するもの：体育館シューズ・
　　　　　　　ラケット（ラケットの貸出有）

●硬式テニス体験
対　　象：小学３年生以上  定員20名
　　　　（保護者同伴なら小さい
　　　　　お子様ＯＫ！）
集合場所：和木町体育センター
準備するもの：ラケット（ラケットの貸出有）

●弓道体験
対　　象：小学生以上　定員20名
集合場所：蜂ヶ峯総合公園  弓道場
準備するもの：くつ下

●バドミントン体験
対　　象：小学1年生以上  定員20名
　※小学１,２年生は親子で参加してください
集合場所：和木町体育センター
準備するもの：体育館シューズ・ラケット
　　　　　　　　　　（ラケットの貸出有）

主催　和木町総合型地域スポーツクラブ

【対　　象】初心者・初級・中級の方（一般・Ｃ級程度まで）
※医師から運動を禁止されていない方

【日　　時】１０月２日～１１月２０日　毎週水曜日　　計８回
１８時３０分～２０時３０分

【場　　所】和木町体育センター　庭球場
【申込方法】受　付　和木町体育センター

受講料　２,５００円
　　　　（保険は任意です） 

【申込期限】９月２０日（金）まで
【募集定員】２０名（先着順）

※定員に余裕のある場合は、
　申込期限後も随時受付け
　ます。

【そ の 他】

申込み・お問合せ
和木町体育センター
　　　（☎52－2811）

初心者でラケットをお持ちでない方はお貸しします。
《雨天の場合》　実施か中止は当日17時までに決定します。
《中止の場合》　メール連絡をいたします。
※メール受信ができるように受信リスト設定をしてください。
　【taiku@town.waki.lg.jp】

令和６年度　Ⅲ期

Tennis school

指導者　和木町体育協会　
　硬式テニス部　竹本さん
ほか
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住民サービス課（☎５２－２１９４）

ごみ減量のため、
リサイクルにご協力を

お願いします。

食廃油の出し方には２種類あります。

①焼却ごみの日に、紙か布に吸わせるか薬品で固めて、
町の指定袋に入れて出してください。
②石けんにリサイクルするため、第２・第４金曜日の
午前中（平日のみ）、総合コミュニティセンターま
たは役場西側駐車場のごみ置き場に、不純物を取り
除いて、食油の入っていた容器に入れて（ガラスび
ん不可）しっかりフタをして出してください。

※詳しくは家庭ごみ収集カレンダーの１４ページを
ご確認ください。

食廃油の出し方について
栗の収穫作業体験のご案内（里山研究会）

蜂ヶ峯公園隣接の栗園で、栗の収穫作業体験を実施し
ます。
収穫した栗（１㎏程度）はお持ち帰りいただけます。
日　　程　９月２５日（水）～１０月３１日（木）

※申込みの際に、上記日程内の希望日を
お伝えください。
※里山研究会の活動の都合上、
人数や日程によりご希望に添
えない場合があります。

参加要件　興味がある方
参 加 費　１，０００円／人

申込締切：令和６年１０月１８日（金）１７時

申込先 　和木町里山研究会 大和（会長）
　　　　　（☎５２－４３７５）

帽子、長袖、長ズボン、くつ（厚底シューズや
長靴など、いが栗を踏んでも怪我をしないも
の）、タオル、軍手、飲み物
※以下については準備いたします。
　ひばさみ、革手袋、等

準備するもの

9月、10月は「動物の飼い方マナーアップ強化期間」です。

不妊去勢手術、排泄物や残飯などの
清掃を行わず、かわいそうだからと
無責任に餌だけを与える行為は、

本当に猫にとって幸せなことでしょうか？

不妊去勢手術、排泄物や残飯などの
清掃を行わず、かわいそうだからと
無責任に餌だけを与える行為は、

本当に猫にとって幸せなことでしょうか？

和木町
和木町快適環境まちづくり町民会議

こんな小さな
子猫を捨てる
なんてヒドイ
やつだ！

あら、
子猫だわ

あら、子猫だわ
捨て猫かしら

１頭なら
友だちの家で
飼えるって

よかったな

ウチじゃ
飼えないけど
おなかをすかせ
ているのは
かわいそう

餌をやるなら
不妊手術も
してしまおう

子猫を
連れて来たわ！

　まだ
子どもだと
思っていた
のに…！

あれは
ウチの
猫では
… ストップ！

それはダメ！

こうなったら
こっそり捨てて
来るしか…！

言いにくいん
だけど…お宅の
猫がウチの庭に
フンをして
いくのよ

どうしよう…
１年でこんなに
増えちゃった

こんなに
たくさん
面倒見きれ
ないぞ

生き物は
自然が一番
だよな

また子猫を
連れて来たわ！

去年生まれた
子猫もおなかが
大きいぞ！

やっぱり子猫は
かわいいわねぇ
癒されるわ…

最近
よく食べる
わね

なんだか
太ってきて
ないか？

かわいそう
捨て猫
かしら

ウチじゃ
飼えないけど
がんばって
生きろよ

かわいそう
だから
エサだけ
あげましょ
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応募フォーム

９月分の収益金は、市町村のまちづく
りに使われます。
公益財団法人山口県市町村振興協会

宝くじ公式サイトで
発売中！

すぐ買える
当たりがわかる
クイックワン

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 229

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

携帯用扇風機の
扱いにご留意を！

は
、
指
な
ど
が
入
っ
て
ケ
ガ

を
し
な
い
よ
う
、
必
ず
ス
イ

ッ
チ
を
切
っ
て
か
ら
手
渡
し

す
る
。

②
充
電
式
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
機

種
は
、
衝
撃
や
熱
に
よ
り
発

煙
や
発
火
の
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
落
と
し
た
り
、
車
の

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
な
ど
の
高

温
に
な
る
場
所
に
長
時
間
置

か
な
い
。

③
充
電
し
な
が
ら
使
用
す
る
と

充
電
池
が
劣
化
し
て
発
熱
、

破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
機
種

も
あ
る
の
で
、
使
用
前
に
取

扱
説
明
書
で
よ
く
確
認
す
る
。

【
相
談
】

　

携
帯
用
扇
風
機
を
使
用
中
床
に

落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
回
り
続
け

て
い
た
の
で
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
数
分
後
に
煙
が
出
て

焦
げ
臭
く
な
っ
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

お
出
か
け
す
る
と
き
は
、
暑
さ

対
策
と
し
て
携
帯
用
扇
風
機
（
ハ

ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
）
を
使
用
し
て
い

る
と
い
う
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

手
軽
で
便
利
な
反
面
、
一
歩
間
違

え
る
と
大
き
な
け
が
や
火
災
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

①
人
混
み
で
は
、
人
の
髪
や
服
の

ひ
も
な
ど
を
巻
き
込
む
危
険
が

あ
る
の
で
周
囲
を
確
認
し
て
使

用
す
る
。
ま
た
、
手
渡
す
場
合

和

木

短

歌

会

愛
想
の
良
い
店
員
に
勧
め
ら
れ

夫
は
﹁
じ
�
あ
そ
の
唐
揚
げ
一
つ
﹂

田
中　
　

宏

新
し
き
ト
�
ス
タ
�
に
て
三
分
半
こ
ん
が
り
焼
け
て

ブ
レ
�
ク
フ
�
�
ス
ト

清
水　

敬
子

管
弦
船
の
通
り
道
つ
く
る
お
洲
堀
や

友
に
誘
わ
れ
初
体
験
す

ほ
う
き
振
り
蜘
蛛
の
巣
払
う
雨
上
が
り

芸
術
的
ね
今
日
の
巣
も
ま
た

泉
原　

節
子

藤
川　

洋
子

母
五
十
父
六
十
九
に
逝
き
た
り

古
稀
を
迎
え
て
親
孝
行
す

中
礒　

和
子

お
し
�
れ
だ
と
買
い
し
洗
濯
ば
さ
み
ダ
�
ク
ブ
ラ
ウ
ン

落
ち
れ
ば
し
ば
し
し
�
が
ん
で
探
す

兼
本　

信
昌

井
口
美
智
子

口
々
に
郷
土
の
誉
れ
語
り
つ
つ

人
口
減
に
終
わ
る
議
員
研
修

灰
岡　

裕
美

今
朝
も
ま
た
道
に
放
置
の
犬
の
フ
ン

黄
色
チ
�
�
ク
で
大
き
く
囲
む

今月の納税
　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
営
住
宅
使
用
料 

　
　
　
　
　
　
9
月
分

国
民
健
康
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
3
期
分

介
護
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
　
　
3
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

　
　
　
3
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

上
下
水
道
使
用
料 

　
　
　
　
7
・
8
月
分

・・・・・・・・・・・
　
　

※
納
期
限
は
9
月
30
日
㈪
で
す
。

「
林
業
サ
ポ
ー
タ
ー
確
保
研
修
」

　（
岩
国
・
柳
井
）
の
受
講
者
募
集

日
時　

10
月
25
日
㈮
、
11
月
1
日
㈮
、
11
月
8
日
㈮

　
　
　
【
全
3
日
間
】
9
時
〜
17
時

場
所　

岩
国
市
周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

周
東
里
山
の
会
活
動
広
場

（
岩
国
市
周
東
町
用
田
1
0
1
3
7
ー
2
）
周
辺

内
容「造

林
・
保
育
作
業
等
に
関
す
る
こ
と
」（
1
日
間
）

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
」

（
1
日
間
）

「
労
働
安
全
衛
生
（
山
等
で
の
救
急
救
命
）
及
び
コ

ン
テ
ナ
苗
畑
現
地
視
察
等
」（
1
日
間
）

対
象　

農
業
者
、
森
林
所
有
者
、
林
業
へ
の
就
業
希
望

者
ほ
か

募
集
人
数　

10
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
期
限　

10
月
4
日
㈮

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
（
3
，0
0
0
円
程
度
）

申
込
方
法　

左
記
U
R
L
又
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

（
申
込U

RL

：https:// shinsei.pref.
yam
aguchi.lg.jp/BPIU

kFRD

）

問　

山
口
県
岩
国
農
林
水
産
事
務
所
森
林
部
森
林
づ
く

り
推
進
課
（
☎
29
ー
1
5
6
5
）

16



100 200100200 00 （人）

7
32

60
92

166
206

183
141

203
187

202
157
155
143
142

157
163
162

128

159

1 4
26

80
105

174
168

187
202

146
151

209
185
196

172
118

106
113

171
183

135
99

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

令和6年８月1日現在
総人口　5,776人（－25）
世帯数　2,596世帯（－17）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,930人（－12人）男　2,846人（－13人）

令
和
７
年
４
月
採
用

町
職
員
を
募
集
し
ま
す︵
第
2
期
︶

募
集
職
種

①
事
務
職　
　
　
　
　
　

若
干
名

②
社
会
福
祉
士　
　
　
　

若
干
名

③
保
健
師　
　
　
　
　
　

若
干
名

受
験
資
格

①
事
務
職

平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年
4
月
1
日
の

間
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を

卒
業
さ
れ
た
方
︒
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て

い
る
方
︒

②
社
会
福
祉
士

平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
社

会
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
令

和
7
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
︒
普
通
自

動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

③
保
健
師

平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
保

健
師
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
令
和
7

年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
︒
普
通
自
動
車

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

申
込
受
付
期
間

9
月
2
日
㈪
～
10
月
11
日
㈮  

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
10
月
11
日
㈮ 

消
印
有
効
と
し
ま
す
︒

一
次
試
験

11
月
9
日
㈯  

※
土
曜
日
の
受
験
で
す
︒

※
第
1
期
試
験
の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
︒

二
次
試
験

2
月
上
旬
予
定

採
用
予
定
日　

令
和
7
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
︑
試
験
日
程
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

問　

企
画
総
務
課
︵
☎
52
ー
2
1
3
6
︶

　

姉
妹
都
市
恵
庭
市
立
す
み
れ
保
育
園
か
ら
派
遣
職
員
と
し
て
来
町

し
、
２
か
月
間
和
木
町
立
和
木
こ
ど
も
園
で
勤
務
し
た
伊
藤
亜
哉
さ

ん
が
帰
恵
し
ま
し
た
。

２
か
月
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　

園
舎
が
明
る
く
広
々
と
し
て

お
り
︑
年
齢
に
合
わ
せ
た
環
境

で
思
う
存
分
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
園
だ
と
思
い
ま
す
︒
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
し
︑
自
分
の
こ
と

は
最
後
ま
で
自
分
で
頑
張
ろ
う

と
す
る
子
が
と
て
も
多
い
印
象

を
受
け
ま
し
た
︒

伊藤先生に
インタビュー＊

和
木
こ
ど
も
園
の

　

印
象
は
？

　

す
み
れ
保
育
園
の
周
り
に

は
︑
遊
具
が
整
備
さ
れ
た
公
園

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
の
で
︑

夏
で
も
涼
し
い
日
に
は
公
園
ま

で
歩
い
て
出
掛
け
︑
遊
ん
で
か

ら
保
育
園
に
戻
っ
て
く
る
と
い

う
活
動
が
多
い
で
す
︒
和
木
町

の
夏
は
︑
戸
外
活
動
自
体
が
危

険
を
伴
い
ま
す
の
で
︑
室
内
活

動
や
水
遊
び
が
中
心
な
の
が
︑

大
き
く
違
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
︒

＊
す
み
れ
保
育
園
と
の

　

違
い
は
？

　

和
木
町
に
来
る
前
は
楽
し
み
な
反

面
﹁
真
夏
の
山
口
県
で
2
か
月
間
も

過
ご
せ
る
だ
ろ
う
か
﹂
と
い
う
不
安

の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
︑

﹁
も
っ
と
和
木
町
に
い
た
か
っ
た
﹂

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
︒

き
れ
い
な
瀬
戸
内
海
や
小
瀬
川
︑
こ

の
地
方
な
ら
で
は
の
美
味
し
い
食
事

の
数
々
︑
そ
し
て
何
よ
り
あ
た
た
か

い
和
木
町
の
方
々
︒
和
木
町
が
大
好

き
で
す
︒
2
か
月
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
︒

＊
２
か
月
間
滞
在
し
て
の

　

感
想
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